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２０１７年度（２０１８年度向け）調整力公募における
標準的な機能要件の統一について

２０１７年７月２８日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第１８回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料６



2調整力公募要件の差異について

 国の「一般送配電事業者が行う調整力の公募調達に係る考え方」において、『調整力の要件については、
将来的な市場調達への移行や、広域的な調整力の調達を可能とする観点から、一般送配電事業者横断的
に標準化を進めることが重要』とされている。

 第１３回委員会（平成29年2月24日開催）において平成２８年度調整力公募における主な技術的な要件の
差異について示した。

 周波数調整機能について
ガバナフリー機能（GF）、自動（負荷）周波数調整機能（AFC,LFC）、運転基準出力制御機能（OTM,DPC）、
自動負荷給電制御機能（ADC）について、九州電力以外の９社は、ガスタービン・ガスタービンコンバインド
サイクルとその他電源等で要件を区別していた。（九州は他エリアのその他電源等の設備要件と同等程度）

 周波数調整に係る要求機能
自動（負荷）周波数調整機能（AFC,LFC）、運転基準出力制御機能（OTM,DPC）、自動負荷給電制御機能
（ADC）等、要求機能が一般送配電各社の実情に応じた要求機能となっていた。

 電源Ⅰ－ｂは、一般送配電事業者が電源Ⅰのうち、周波数調整機能を求めないとした区分であり、東京、
中部、北陸、関西、四国、沖縄エリアで募集が行われた。

 東京エリア以外の５エリアでは、設備要件として、需給バランス調整機能（運転基準出力制御機能
（OTM,DPC）、自動負荷給電制御機能（ADC）のうち、需給バランス調整に係る機能）及び最低出力が求め
られた。

 東京エリアでは、設備要件として「出力指令受信機能」が求められた。

【第１３回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料２（抜粋）】



3標準的な機能要件の統一化について

 一般送配電事業者９社（沖縄電力除く）において、電源Ⅰ－ａと電源Ⅰ－ｂそれぞれについて、ガスタービ
ン・ガスタービンコンバインドサイクルとその他電源等を区別し、標準的な要件を設定することにより統一化
を図る。

 需給制御システムの制御方式の差異により２パターンの要件を設定するが、同等の機能を求めることによ
り統一化を図る。

※電源Ⅰ－ｂについては用語の差異のみ

 非価格評価項目において、標準的な要件からの差異を加減点評価する。加点・減点の評価項目の考え方
および項目の統一化も図る。

※これまでは機能・性能に応じて加点評価を実施

 一般送配電事業者にて検討した標準的な機能要件統一化の方針は以下のとおり。

 発電機の機能が標準的な要件より劣後する場合にも、一定程度の必要な機能を満たしているものについ
ては、適切な非価格評価（減点）を行い、効率的に必要な調整力を確保できるように留意が必要。



4電源Ⅰ－ａに求める標準的な機能要件（案）

電源種別 ＧＴおよびＧＴＣＣ その他の火力発電設備

会社名
北海道、東北、東京
北陸、関西、四国

中部、中国、九州
北海道、東北、東京
北陸、関西、四国

中部、中国、九州

速度調定率(GF） 5%以下

GF幅 定格出力の5%以上 定格出力の3%以上

LFC(AFC)幅 定格出力±5%以上 － 定格出力±5%以上 －

LFC(AFC)変化速度 定格出力5%/分以上 － 定格出力1%/分以上 －

DPC変化速度 定格出力5%/分以上 － 定格出力1%/分以上 －

DPC+AFC変化速度
(2社以外設定なし)

東北:定格出力5%/分以上
東京:定格出力10%/分以上

－ 定格出力1%/分以上 －

ADC幅 － 定格出力の60%～定格出力 － 定格出力の40%~定格出力

ADC変化速度 － 定格出力5%/分以上 － 定格出力1%/分以上

最低出力 定格出力の50%以下 定格出力の30%以下

DSS機能具備 ○ －

周波数変動補償機能※１ ○

出力低下防止機能※２ ○（北海道、東京のみ） － －

※１周波数変動補償機能：系統の周波数変動により、ガバナで調整した出力を発電所の自動出力制御装置が出力指令値に引き戻すことがないように、ガバナによる
出力変動相当を出力指令値に加算する機能

※２出力低下防止機能 ：ガスタービンおよびガスタービンコンバインドサイクル発電設備（GTおよびGTCC）については系統周波数の低下に伴い発電機出力が低下
することから、指定周波数（例えば49.0Hz）までは発電機出力を低下しない、もしくは一度出力低下しても回復する機能



5電源Ⅰ－ｂに求める標準的な機能要件（案）

機能要件
ＧＴおよびＧＴＣＣ

北海道、東北、東京、北陸、関西、四国 中部、中国、九州

ＤＰＣ変化速度 定格出力の5%/分以上 －

ＡＤＣ変化速度 － 定格出力の5%/分以上

最低出力 定格出力の50％以下

ＤＳＳ機能具備 ○

機能要件
その他の火力発電設備

北海道、東北、東京、北陸、関西、四国 中部、中国、九州

ＤＰＣ変化速度 定格出力の1%/分以上 －

ＡＤＣ変化速度 － 定格出力の1%/分以上

最低出力 定格出力の30％以下

ＤＳＳ機能具備 －

＜ＧＴおよびＧＴＣＣ＞

＜その他の火力発電設備＞



6（参考）火力発電設備の周波数調整機能について

出所） 電力取引監視等委員会 第６回 電気料金審査専門会合 資料７（抜粋）

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/006_07_00.pdf

東京電力パワーグリッド株式会社 系統連系技術要件（抜粋）



7非価格評価の対象とする考え方および項目（案）

考え方 分類 非価格評価項目例 Ⅰa Ⅰb Ⅰ´

減
点
側

発電機等の機能が要件より
劣後する場合、発電機等の
調整力コストを増加させる虞
があるため

出力変化幅 出力変化幅(LFC,ADC等) が機能要件を満たしていないもの ○

出力変化速度 出力変化速度(LFC,ADC等)機能要件を満たしていないもの ○

最低出力 最低出力が機能要件を満たしていないもの ○ ○

加
点
側

現運用機の平均スペックを上
回る場合、発電機の調整力
コストの低減に寄与するため

出力変化幅
契約電力に占める変化幅(LFC,ADC等)の比率幅が大きい、ま
たはADC幅が大きい（定格出力の＊%以上）もの

○

出力変化速度
出力変化速度(LFC,ADC等)が速い（定格出力で＊%/分以上）も
の

○

持ち替えに伴い運転台数が
減少するため

並列時間（短時間） 並列時間が短い（指令から並列まで＊分程度）もの ○ ○ ○

停止・起動の時間 再並列までの時間が短い（再並列まで＊時間以内）もの ○ ○

運転継続可能時間 給電運用において常にLFC運転が可能なもの ○

非常時対応のために必要な
機能(ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ)のため

ブラックスタート
(別建てで公募しない場
合)

ブラックスタート機能を有するもの※注 ○ ○

停止日数が短い場合、発動
できる日が増加し、安定供給
に寄与するため

年間停止日数
(年間を通して公募・発
動する場合)

年間停止日数（＊日未満）が短いもの（電源Ⅰ´）※注 ○

※注：各社の公募内容により、非価格評価対象となる項目

(＊) 数値は各社が設定



8（参考）一般送配電事業者調整力公募スケジュール（案）

出所）制度設計専門会合（第１９回） 資料３－１
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/019_03_01.pdf


